
 

 

 

 

 

 

 第 112号 平成２2（2010）年 

米子市人権情報センター 

◯ひ◯ゅ◯ー◯ま◯ん◯ら ◯い◯つ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

が加わりました。 

「 企 業 の 社 会 的 責 任 （ Ｃ Ｓ Ｒ ）」 と

い う 言 葉 を 聞 い た こ と が あ り ま す

か 。  

企 業 が ど の よ う な こ と を 重 視 し 、ど

の よ う な 活 動 を し て 、社 会 に ど の よ

う な 影 響 を 与 え て い る の か に つ い

て 、消 費 者 で あ る 私 た ち 自 身 の 生 活

の 見 直 し に も 触 れ な が ら 解 説 し て

い ま す 。  

・５枚組・タペストリータイプなので持ち運びに便利です。

・人権情報センターで貸出しています。ご活用ください。
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～企業での人権啓発活動を推進しています～ 

の 活 動 は 、 地 域 社 会 に 対 し て 大 き な 影 響 を 及 ぼ し 、 人 権

な 原 動 力 に な り ま す 。 企 業 で の 人 権 研 修 を 通 し て 、 人 権

い 職 場 づ く り 、 さ ら に は 社 会 の 一 員 と し て 活 動 す る こ と

ち た 「 住 み よ い 明 る い 社 会 」 の 実 現 に つ な が っ て い き ま

内 で の 人 権 研 修 に 関 す る ご 相 談 が あ り ま し た ら 、 人 権 政

５ ４ １ ５ ） ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

米子市内に事業所を有する 10 社が発起人となり、同和問題をはじめと

人権問題の解決を目的に、1996年 11月に米子市同和問題企業連絡会

同企連）が設立されました。（会員企業数 ７4社・2010年 3月現在

主な活動は、会員企業のトップや事務担当者（推進員）、新規採用職員な

研修を開催しているほか、県内外の人権に関する研修会への参加費の助

います。 

入会などのお問合せは、同企連事務局（人権政策課内：２３－５４１５

ださい。 
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『識字運動に学ぶ』  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：２０１０（平成２２）年３月３１日（水） １３：００～１５：３０ 

場 所：米子市中央隣保館 

講 師：大阪府富田林市立人権文化センターの識字教室より３名の方に来ていただきます。

清水順子さん（ 田一子さんの娘さん、母の姿をみてきて 

      浮穴正博さん（識字教室ボランティア） 

      遠坂さん（大阪府富田林市立人権文化センター職員） 

 

それぞれの立場でお話をしていただきます。意見交換もあります。 

お誘いあわせておでかけください。 

問合せ先：米子市中央隣保館  （電話／ＦＡＸ：0859-33-5928） 

 

阪府富田林市立人権文化センターの識字教室に通う 田一子 
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田一子さんをモデルにした絵本「ひらがなにっき」（絵・長野

ヒデ子）が、最近地元の有志たちの手によって出版され、話題

となっている。これをきっかけに、 田一子さんの元には、地

元の小中学校などから数多くの講演依頼が舞い込むようにな

った。未来のある子どもたちに、自分の体験を自分の言葉で語

り伝えることが、一子さんの今一番の生きがいになっている。

世界有数の教育先進国と言われる日本。その陰で、貧困や差別

のため教育が受けられないまま、年を重ねてきた“非識字者”

は少なくない。 

田一子さんの日常を通して、文字を学ぶことの原点を見つめ

る。 

（ＮＨＫ放送：ＥＴＶ特集「なまえをかいた～ 田一子･８４歳

～」ホームページより） 

（かずこ）さん、８４歳。仕事や家事に追われ、還暦を過ぎる

まで全く読み書きができず、自分の名前さえ書くことができな

かった。識字教室で、鉛筆の持ち方から習い始め、あいうえお

の練習に励む。挫折を重ねながら、やがて日記や作文が書ける

ようになった。心の奥底にしまい込んできた感情、「悔しさ」

や「悲しさ」があふれ出してきた。 

そして７０歳の時、「なまえをかいた」と題する作文を書き上

げる。そこには、貧しくて学校に行けなかった少女時代の悲し

い思い出や、自分で自分の名前が書けなかったために、銀行で

年金が下ろせず悔しい思いをした体験談などが、切々とつづら

れている。 

参考図書

 

「ひらがなにっき」 

若一の絵本作成実行委員会/文 

長野ヒデ子/絵 

人権情報センターで

貸出しています！ 
米子市人権情報センター   〒683-8686 米子市東町 161－2   
℡ 0859-37-3183 Fax 0859-37-3184 

E-mail humanr@ruby.ocn.ne.jp 

URL：http://www.yonago-city.jp/jinken/index.htm 
央隣保館 識字研修 


